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　山﨑優一氏，第 12 回原子衝突研究協会
　若手奨励賞を受賞

2011 年 8 月 24 日

　8 月 18 日（木）原子衝突研究協会第 36 回年会において，
東北大学多元物質科学研究所の山﨑 優一助教（元・KEK
物質構造科学研究所）が若手奨励賞を受賞しました。同賞
は，原子衝突および関連分野で優れた研究を行った若手研
究者に対して贈られるものです。
　受賞対象の研究は「分子座標系光電子角度分布による光
イオン化ダイナミクスの研究」です。山﨑氏は，KEK フ
ォトンファクトリー（PF）の BL-2C にて同時計測画像観
測分光装置を用いて，空間に静止したファン・デル・ワー
ルス分子や屈曲型分子などの光イオン化過程の研究を可能
にすることに成功しました。例えば，ネオン原子（Ne）2
つからなる Ne2 分子の研究では，内殻空孔が一方の原子内
に局在している様子を捉えるとともに，弱く結合した原子
集合体で普遍的に起こる内殻空孔の種々の崩壊過程を明ら
かにしました。また，一個の水分子の中で，酸素原子から
発した光電子波が二つの水素原子によって回折される現象
を可視化することに成功し，Ｘ線自由電子レーザーを用い
た超高速光電子回折法へ繋がる研究を展開しました。これ
らの研究成果はそれぞれ 2008 年 8 月 28 日および 2009 年
4 月 16 日の News@KEK で紹介されています。

　島田美帆氏 日本加速器学会賞奨励賞を受賞
2011 年 9 月 15 日

　去る 8 月 2 日，第 8 回日本加速器学会年会において第 7
回（2010 年度）加速器学会賞授賞式が行われ，加速器研
究施設 第三系 石橋拓弥氏，第七系 島田美帆氏 が奨励賞を
受賞されました。式典後には受賞講演が行われ，島田氏が
受賞対象となった研究について発表を行いました。

受賞者と受賞業績
■石橋 拓弥氏

「低エネルギー・大強度重イオン加速のための 2 ビーム型
IH-RFQ 線形加速器の研究開発」
■島田 美帆氏

「コヒーレントシンクロトロン放射に関するビーム力学的
研究」

　NSRRC での PF 震災枠マシンタイム

総合研究大学院大学　呉　彦霖

　3.11 の東日本大震災では，KEK 全体で被害を受け 4 ～
6 月の PF 共同利用実験も中止となりました。このような
困難な時期に，国内外の多くの放射光施設から援助の申し
出をいただき，国内外の放射光施設で多くの共同利用実験
ができました。我々のグループも NSRRC（National Swine 
Resource and Research Center, Taiwan）からマシンタイムを
提供していただき，Ｘ線イメージングに関する実験を行う
ことができました。
　NSRRC でのはじめの実験であり，私自身もいろいろと
不安がありましたが，ビームライン担当者の湯茂竹先生か
ら多大なサポートをいただき，無事に実験を進めることが
できました。また，７月 29 日には感謝の集いを開催でき，
清華大学張石麟先生も参加されて日台の放射光研究に関し
て貴重な意見交換をすることができました。 今回の PF 震
災枠マシンタイムは台湾科学界からの大きなプレゼントで
あったと感じています。今回の実験遂行に当たり，お世話
になった PF 関係者，NSRRC 関係者に心よりお礼を申し
上げます。

NSRRC の HP にも今回のマシンタイムの記事が掲載された。

＊お願い＊
PF ではホームページや PF ニュース、Activity Report 等でユー
ザーの皆様の受賞を紹介しております。学会や会議等で賞を
受賞された時はどうぞまずはお使いのビームラインの担当者
にご一報下さい。

NSCRRC の BL7A で，
実験システム立ち上げ
を行っている様子。
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